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７
月
22
日
、
高
崎
市
・
ニ
ュ
ー
サ
ン

ピ
ア
に
お
い
て
、
人
事
（
採
用
）
担
当

者
向
け
研
修
会
を
開
催
し
、
県
内
企
業

の
採
用
担
当
者
19
名
が
出
席
し
た
。

　

本
研
修
会
の
狙
い
は
、
雇
用
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
に
よ
る
早
期
離
職
の
リ
ス
ク
を

軽
減
す
る
こ
と
。
今
回
は
「
成
功
に
導

く
人
材
採
用
活
動
に
お
け
る
面
接
力
の

強
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
株
式
会
社
イ

ン
ソ
ー
ス
の
小
嶋
ゆ
み
氏
を
講
師
に
迎

え
た
。

　

小
嶋
氏
は
、
求
職
者
の
「
ビ
ヘ
イ
ビ

ア
（
言
葉
以
外
か
ら
の
情
報
）」
と
「
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
行
動
特
性
）」
の
２
つ

の
人
材
要
件
（
下
記
表
参
照
）
を
採
用

面
接
の
際
の
着
眼
点
と
す
る
こ
と
を
提

案
。
人
材
要
件
に
着
目
し
、「
そ
の
人
ら

し
さ
」を
し
っ
か
り
把
握
す
る
こ
と
で
、

採
用
面
接
の
段
階
で
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
た
。

　

続
け
て
、
３
人
一
組
に
分
か
れ
て
面

接
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
実
施
。
面
接
者

役
、
求
職
者
役
、
観
察
者
役
を
そ
れ
ぞ

れ
体
験
し
、
人
材
要
件
に
着
目
し
た
面

接
の
進
め
方
や
効
果
を
確
か
め
た
。

　

最
後
に
、
小
嶋
氏
は
「
面
接
の
ほ
か

に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
を
取
り

入
れ
、
採
用
目
的
や
求
人
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
明
確
化
す
る
こ
と
が
雇
用
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
に
よ
る
早
期
離
職
の
リ
ス
ク
軽

減
に
つ
な
が
る
。
ぜ
ひ
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
研
修
会

を
締
め
く
く
っ
た
。

人事（採用）
担当者向け研修会

ロールプレイの感想や意見を交換

講師の小嶋ゆみ氏

人材要件の例
区分 人材要件 人材要件詳細

ビ
ヘ
イ
ビ
ア
要
件

表　情 自然な自信をたたえ、好ましい印
象を与える表情をしているか

態　度
安定性

自己統制力があり、落ち着きがあ
るか

行　動 面接試験官に対し、うなずき、あ
いづちなどのアクションがあるか

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
要
件

適応性 組織や集団の中での役割を理解
し、協力関係を構築できるか

持久性 心身ともに過酷な状況下に置かれ
た時の耐性は高いか

規範性 価値基準が確立し、それに従って
行動する習慣が根付いているか

指導力 人を正しい方向に導き、育てる熱
意を有しているか

折衝力
双方の意見の違いを理解したうえ
で相手を説得する力を有している
か


